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収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

 

第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 
 

第
一
部 

統
合
失
調
症
・
妄
想
性
障
害 

 
 
 

第
一
章 

精
神
医
学
的
定
義 

 
 
 

第
二
章 

精
神
医
学
的
定
義
の
概
要 

第
三
章 

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
第
一
級
症
状 

第
四
章 

罹
患
者
と
の
個
人
的
交
流 

第
五
章 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
に
ま
つ
わ
る
個
人
的
交
流 

参
考
文
献 

 
 

第
二
部 

コ
タ
ー
ル
症
候
群
・
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群 

 
 
 

第
一
章 

精
神
医
学
的
定
義 

 
 
 

第
二
章 

精
神
医
学
的
定
義
の
概
要 

 
 
 

第
三
章 

罹
患
者
と
の
個
人
的
交
流 

第
四
章 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
に
ま
つ
わ
る
個
人
的
交
流 

参
考
文
献 

第
三
部 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
（
二
〇
〇
八
） 

 
 

第
四
部 

十
二
指
腸
潰
瘍
、
統
合
失
調
症
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
血
液
型
、
単
極

性
障
害
と
双
極
性
障
害 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

 

第
四
編 

四
十
歳
～
四
十
九
歳 

 

第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 

第
六
編 

六
十
歳
～
六
十
九
歳 

 

第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 

第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

第
九
編 

著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の



『岩崎純一全集』第二十三巻「人文科学（二の三）」 

2 

 

  
第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

  
 

第
一
部 

統
合
失
調
症
・
妄
想
性
障
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二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
十
八
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公
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特
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サ
イ
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「
精
神
病
理
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精
神
疾
患
研
究
」 

  

第
一
章 

精
神
医
学
的
定
義 
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統
合
失

調
症
（
精
神
分
裂
病
） 

(S
ch

iz
o
p

h
re

n
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◆
【
参
考
】
コ
タ
ー
ル
症
候
群
・
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群 

  

第
二
章 

精
神
医
学
的
定
義
の
概
要 

  

統
合
失
調
症
は
、
か
つ
て
「
精
神
分
裂
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
精
神
疾
患
の

一
群
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
八
月
に
、
日
本
精
神
神
経
学
会
の
決
議
に
よ
り
現

在
の
名
称
と
な
っ
た
。 

 

注
目
す
べ
き
は
、
統
合
失
調
症
を
診
断
さ
れ
た
者
に
共
通
す
る
の
は
「
連
想

分
裂
が
主
症
状
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
こ
の
疾
患
は
多
数
の
疾

患
の
集
合
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
統
合
失
調
症
は
多
数

の
疾
患
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

最
新
のD

S
M

な
ど
に
お
い
て
、「
統
合
失
調
症
者
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、

存
在
す
る
の
は
統
合
失
調
症
な
る
疾
患
の
診
断
基
準
を
満
た
す
者
の
み
で
あ
る
」

旨
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
単
一
の
疾
患
を
有
す
る
者
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
精
神
医
学
の
態
度
は
、
特
に
統
合
失
調
症
に
つ
い
て

強
調
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
統
合
失
調
症
に
限
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
て
の
精
神
疾

患
に
対
す
る
最
近
の
精
神
医
学
の
態
度
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
統

合
失
調
症
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
許
さ
れ
る
し
、
実
際
に
こ
の
呼
び
方
は
頻
用
さ

れ
て
い
る
。 

 

当
初
、
幻
聴
や
妄
想
に
よ
り
人
格
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
精
神
疾
患
全
般
は
、

エ
ミ
ー
ル
・
ク
レ
ペ
リ
ン
に
よ
っ
て
「
早
発
性
痴
呆
（D

e
m

e
n

tia
 P

ra
e
co

x

）」

と
呼
ば
れ
、
躁
う
つ
病
（
ほ
ぼ
現
在
の
双
極
性
障
害
に
相
当
）
と
共
に
二
大
内

因
性
精
神
病
を
構
成
し
た
。
オ
イ
ゲ
ン
・
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
、
こ
の
早
発
性
痴
呆

を
新
た
な
精
神
疾
患
概
念
の
「
ス
キ
ゾ
フ
レ
ニ
ア
（
独
：S

ch
iz

o
p

h
re

n
ie  

英
：
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S
ch

iz
o
p

h
re

n
ia

）
」
と
し
て
整
理
・
提
唱
し
た
。
こ
れ
が
日
本
に
お
い
て
は
、

明
治
期
に
ド
イ
ツ
語
を
元
に
「
精
神
分
裂
病
」
と
訳
さ
れ
た
。
平
成1

4

年
に
は
、

英
語
の
訳
語
と
し
て
「
統
合
失
調
症
」
と
改
称
さ
れ
た
。 

 

た
だ
し
、
そ
の
特
徴
的
な
幻
聴
や
妄
想
か
ら
、IC

D

と

D
S

M

の
両
分
類
の

誤
差
は
小
さ
く
、
ほ
ぼ
同
じ
精
神
病
様
態
が
「
統
合
失
調
症
」
及
び
そ
の
近
縁

の
妄
想
性
・
精
神
病
性
障
害
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。 

 

解
離
性
障
害
と
同
様
、
悲
劇
的
体
験
を
契
機
と
し
て
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
一
卵
性
双
生
児
の
両
者
が
統
合
失
調
症
に
罹
患
す
る

率
の
高
さ
な
ど
か
ら
、
遺
伝
的
要
因
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
精
神
分
裂
病
」

と
呼
ぶ
限
り
、
も
っ
ぱ
ら
内
因
性
の
病
理
で
あ
っ
た
。 

 

実
際
に
、
ほ
と
ん
ど
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
通
行
人
が
自
分
を
攻
撃
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
思
い
込
む
被
害
妄
想
、
国
家
や
巨
大
組
織
に
電
磁
波
盗
聴
を
受

け
て
い
る
と
す
る
注
察
妄
想
、
自
ら
を
天
皇
・
王
族
な
ど
の
隠
し
子
と
信
じ
て

疑
わ
な
い
血
統
妄
想
、
自
ら
の
思
考
が
外
界
に
漏
れ
出
て
い
る
と
す
る
考
想
伝

播
妄
想
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
統
合
失
調
症
へ
の
「
か
か
り
や
す
さ
」
が
遺
伝
的
に
決
定
さ

れ
て
い
る
と
す
る
説
が
主
流
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
遺
伝
的
要
因
が
全
く
疑
わ

れ
な
い
精
神
障
害
、
人
格
障
害
、
行
動
障
害
な
ど
は
現
在
で
は
存
在
し
て
い
な

い
の
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。 

 

統
合
失
調
症
の
幻
覚
と
は
、
主
に
「
幻
聴
」
で
あ
っ
て
、
幻
聴
と
妄
想
は
患

者
を
統
合
失
調
症
と
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
特
異
な
様
相
を
呈
す
る
が
、
幻
聴
が

な
く
幻
視
の
み
が
体
験
さ
れ
る
場
合
は
、L

S
D

な
ど
の
幻
覚
剤
の
服
用
や
解
離

性
障
害
に
よ
る
幻
視
が
ま
ず
疑
わ
れ
る
。 

 

日
本
に
お
け
る
入
院
患
者
数
第
一
位
の
疾
患
が
統
合
失
調
症
で
あ
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
罹
患
者
は
女
性
に
多
い
。 

 

も
っ
と
も
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
数
の
疾
患
の
総
称
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
誤
診
や
鑑
別
が
困
難
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
隠
れ
て
い
る
可
能
性
は
否

定
で
き
ず
、
気
分
障
害
、
不
安
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
と
す
べ
き
事
例
が
多
く

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
合
失
調
症
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
他
の
障
害
の

傾
向
は
必
ず
有
し
て
い
る
と
言
え
る
し
、
逆
に
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
全
般
性
不
安

障
害
、
強
迫
性
障
害
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
統
合
失
調
型
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
障
害
な
ど
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
統
合
失
調
症
と
類
似
の
症
状
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

  

第
三
章 

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
第
一
級
症
状 

  

統
合
失
調
症
の
主
要
な
症
状
と
し
て
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
が
提
唱
し
た
以
下
の
第

一
級
症
状
に
つ
い
て
は
、
解
離
性
同
一
性
障
害
や
境
界
性
人
格
障
害
の
一
部
が

同
様
の
症
状
を
呈
す
る
た
め
、
現
在
で
は
こ
れ
の
み
を
も
っ
て
統
合
失
調
症
と

す
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ
て
い
る
。 

 (
一) 

自
分
の
思
考
が
反
響
し
て
聞
こ
え
る
思
考
化
声
（
自
分
の
考
え
て
い
る
内

容
が
存
在
し
な
い
幻
聴
と
な
っ
て
聞
こ
え
る
） 

(

二) 
複
数
の
人
の
対
話
形
式
の
幻
聴
。(

複
数
の
人
が
自
分
に
つ
い
て
う
わ
さ
な

ど
を
し
て
い
る
声
が
聞
こ
え
る
） 
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(

三) 

自
己
の
行
為
を
批
評
す
る
幻
聴
（
自
分
が
何
か
行
動
や
発
言
を
し
よ
う
と

す
る
と
そ
の
行
為
を
非
難
す
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
る
） 

(

四) 
身
体
へ
の
悪
意
あ
る
行
為
（
誰
か
に
監
視
さ
れ
て
い
る
、
誰
か
に
命
を
狙

わ
れ
て
い
る
な
ど
と
思
い
込
む
） 

(

五) 

思
考
奪
取
を
は
じ
め
と
す
る
思
考
領
域
の
不
特
定
の
影
響
（
自
分
の
思
考

が
他
人
に
抜
き
取
ら
れ
、
知
ら
れ
て
し
ま
う
と
思
い
込
む
） 

(

六) 

考
想
伝
播
（
自
分
の
考
え
は
、
周
り
の
人
に
筒
抜
け
に
な
っ
て
い
る
） 

(

七) 

妄
想
知
覚
（
関
係
な
い
も
の
を
無
理
に
関
連
付
け
て
考
え
る
） 

(

八) 

作
為
体
験
（
他
人
に
自
分
の
思
考
、
意
志
、
行
動
を
操
作
さ
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
） 

  

第
四
章 

罹
患
者
と
の
個
人
的
交
流 

  

私
が
初
め
て
統
合
失
調
症
者
と
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り

共
感
覚
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
統
合
失
調
症
者
が
全
員
共
感
覚
者
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
逆
も

ま
た
そ
う
で
あ
る
が
、
共
感
覚
者
の
中
に
真
正
の
統
合
失
調
症
者
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
し
、
一
方
で
、
共
感
覚
を
統
合
失
調
症
と
誤
診
さ

れ
て
お
り
、「
共
感
覚
」
の
用
語
・
概
念
を
知
っ
て
初
め
て
誤
診
に
気
づ
い
た
患

者
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
も
確
か
で
あ
る
。
特
に
、「
音
に
色
が
見
え
る
」
と
い

う
い
わ
ゆ
る
「
色
聴
」
や
絶
対
音
感
タ
イ
プ
の
共
感
覚
が
、
幻
聴
・
妄
想
に
準

ず
る
症
状
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
う
ち
、
い
わ
ば
真
正
と
言
え
る
統
合
失
調
症
者
の
方
々
の
姿
・
行
動
を

拝
見
し
た
り
、
体
験
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
罹
患
の
要
因
に
つ
い

て
心
因
・
外
因
よ
り
も
内
因
の
ほ
う
を
優
勢
と
す
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
場
合
が

あ
っ
た
。
発
症
の
直
前
に
資
格
試
験
の
失
敗
、
就
職
の
失
敗
、
詐
欺
被
害
な
ど

を
経
験
し
て
い
た
場
合
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
見
る
と
、
発
症
原
因
が
明
確
な
ケ
ー
ス
が
多
い
解
離
性
障
害
（
被

虐
待
経
験
な
ど
が
原
因
）
に
近
い
症
状
も
、
患
者
に
よ
っ
て
は
出
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。「
幻
聴
内
容
の
聴
取
・
記
憶
や
妄
想
を
別
人
格
に
担
わ
せ
て
お
り
、
主

人
格
の
私
は
正
常
で
あ
る
」
な
ど
と
主
張
す
る
ケ
ー
ス
に
至
っ
て
は
、
解
離
性

同
一
性
障
害
と
の
区
別
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
感
じ
た
が
、
今
で
も
こ

の
方
は
統
合
失
調
症
者
と
し
て
入
院
を
続
け
て
い
る
。 

 

▼ 

私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状
や
共
感
覚
、

そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様
に
、
私
の
サ
イ
ト
内
の
女
性

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
の
女
性
寮

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
寮
生
に

解
説
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

↓ 

●
「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
参
照
。 

 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 
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第
五
章 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
に
ま
つ
わ
る
個
人
的
交
流 

  

統
合
失
調
症
は
、
解
離
性
障
害
や
気
分
障
害
と
共
に
、
岩
崎
式
日
本
語
を
制

作
す
る
上
で
最
も
よ
く
参
考
に
し
た
症
状
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
し
ば
し
ば

「
自
分
が
自
分
で
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
統
合
失
調
症

者
に
さ
え
、
幻
聴
は
母
語
で
聞
こ
え
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人
の
統
合
失
調
症

者
の
多
く
は
、
幻
聴
を
日
本
語
で
聞
い
て
い
る
か
、
自
分
が
修
得
し
た
英
語
な

ど
の
特
定
の
外
国
語
で
聞
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
幻
聴
内
容
や
妄
想
を
日
本
語

や
そ
れ
ら
の
言
語
で
記
述
、
発
話
、
報
告
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
統
合
失
調
症
理
解
の
た
め
の
最
重
要

の
カ
ギ
で
あ
る
と
共
に
、
少
な
く
と
も
「
サ
ピ
ア
＝
ウ
ォ
ー
フ
の
仮
説
」
な
い

し
「
言
語
的
相
対
論
」
の
「
弱
い
仮
説
」
の
妥
当
性
を
認
め
る
に
あ
た
り
看
過

し
が
た
い
事
実
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
私
の
見
解
で
あ
る
。 

 

統
合
失
調
症
者
は
、
日
本
語
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
、

精
神
科
医
で
も
な
い
一
個
人
の
こ
の
私
が
作
り
上
げ
た
特
異
な
人
工
言
語
も
使

え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
統
合
失
調
症
者
は
、「
下
等
動
物
」
で
は
な
く
れ
っ

き
と
し
た
「
文
明
人
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
に
、
幻
聴
や
妄
想
が
幻

聴
や
妄
想
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
い
の
に
、
私
の
岩
崎
式
日
本
語
の
文
法
を

理
解
し
た
統
合
失
調
症
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な

感
動
で
あ
っ
た
し
、
同
じ
人
間
と
し
て
嬉
し
か
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
私
が
岩
崎
式
日
本
語
を
通
じ
た
統
合
失
調
症
者
と
の
交
流
で

知
っ
た
こ
と
は
、「
人
は
、
一
度
母
語
を
獲
得
し
た
の
ち
に
統
合
失
調
症
に
陥
る

場
合
、
母
語
の
文
脈
・
文
法
に
お
い
て
統
合
失
調
症
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、「
動
物
に
も
統
合
失
調
症
に
類
す
る
症
状
が
散
見
さ
れ
る
」
と

の
従
来
の
報
告
と
も
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

  

参
考
文
献
（
精
神
疾
患
研
究
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
文
献
以
外
） 

 C
a

rso
n

 
V

B
 

(2
0

0
0

). 
M

e
n

ta
l 

h
e
a

lth
 

n
u

rsin
g
: 

th
e
 

n
u

rse
-p

a
tie

n
t 

jo
u

rn
e
y
 W

.B
. S

a
u

n
d

e
rs. 

G
a

b
b

a
rd

, 
G

le
n

 
O

. 
(1

5
 

M
a

y
 

2
0

0
7

). 
G

a
b

b
a

rd
's 

T
re

a
tm

e
n

ts 
o
f 

P
sy

ch
ia

tric D
iso

rd
e
rs, F

o
u

rth
 E

d
itio

n
 (T

re
a

tm
e
n

ts o
f P

sy
ch

ia
tric 
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D
iso

rd
e
rs). A

m
e
rica

n
 P

sy
ch

ia
tric P

u
b
lish

in
g
. 

『
精
神
分
裂
病
の
概
念: 

精
神
医
学
論
文
集
』 

人
見
一
彦
・
笹
野
京
子
・
向
井

泰
二
郎
訳
、
学
樹
書
院
、
一
九
八
八
年
十
月 

『
統
合
失
調
症?

正
し
い
理
解
と
治
療
法
』 

伊
藤
順
一
郎
、
講
談
社
、
二
〇
〇

五
年 

『
心
の
地
図
〈
下
〉
―
こ
こ
ろ
の
障
害
を
理
解
す
る
』 

市
橋
秀
夫
、
星
和
書
店
、

一
九
九
七
年
九
月 

『
分
裂
病
と
他
者
』 

木
村
敏
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
七 

  

第
二
部 

コ
タ
ー
ル
症
候
群
・
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群 

  

二
〇
〇
六
年
一
月
十
七
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
十
八
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
」 

  

第
一
章 

精
神
医
学
的
定
義 

  

以
下
の
疾
病
単
位
の
下
位
分
類
と
し
て
様
々
な
名
称
で
定
義
さ
れ
る
。
多
く

が
統
合
失
調
症
の
孫
分
類
の
各
種
妄
想
の
定
義
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
診
断
名
と
し
て
は
「
気
分
障
害
」
が
最
も
多
く
、
そ
の

中
で
も
単
極
性
障
害
（
う
つ
病
）
と
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。 

  
IC

D
-1

0
 

： 
F

2
2
 

持
続
性
妄
想
性
障
害
、F

2
4
 

感
応
性
妄
想
性
障
害
、

F
2

5
 

統
合
失
調
感
情
障
害
、F

2
8
 

そ
の
他
の
非
器
質
性
精
神
病
性
障
害 

 
IC

D
-1

0
 

： 
F

3
0

-F
3

9
 

気
分[

感
情]

障
害 

 
D

S
M

-IV
-T

R
 

： 
5
 

2
9

3
.8

  

他
に
分
類
さ
れ
な
い
精
神
病
障
害[

一
般

的
診
断
を
示
す]

、2
9
3

.8
1
 

妄
想
型
障
害
、2

9
3

.8
2
 

幻
覚
に
よ
る
障
害
、

2
9

5
.7

0
 

分
裂
情
動
障
害
、2

9
7

.1
  

妄
想
性
障
害 

 
D

S
M

-IV
-T

R
 

： 
6
 

気
分
障
害 

 

◆
【
参
考
】
統
合
失
調
症
、
気
分
障
害 

  

第
二
章 

精
神
医
学
的
定
義
の
概
要 

  

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
診
断
上
は
主
に
気
分
障
害
（
特
に
う
つ
病
）
な
ど
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
概
念

で
あ
る
。 

 

コ
タ
ー
ル
症
候
群 

(C
o
ta

rd
 d

e
lu

sio
n

) 

  
強
度
の
虚
無
主
義
的
（
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
な
妄
想
を
特
徴
と
す
る
症
状

で
、
診
断
時
に
は
気
分
障
害
・
統
合
失
調
症
・
解
離
性
障
害
な
ど
と
し
て
診
断

さ
れ
る
。1

8
8
0

年
に
フ
ラ
ン
ス
の
精
神
科
医

J
.C

o
ta

rd

が
報
告
し
て
以
来
、
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日
本
で
も
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
コ
タ
ー
ル
を
は
じ
め
、
欧
米
圏
の
精
神
科
医
ら
に
よ
る
報
告
は
、
主
に
キ
リ

ス
ト
教
（
な
い
し
一
神
教
）
信
者
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
よ
る
原
罪

的
な
妄
想
が
多
い
が
（
「
全
知
全
能
の
神
の
前
に
ひ
れ
伏
す
し
か
な
い
罪
深
き
自

分
は
、
元
よ
り
生
ま
れ
て
い
な
い
か
、
す
で
に
死
ん
で
い
る
は
ず
だ
」
な
ど
）
、

の
ち
一
般
に
、「
自
分
に
は
脳
・
神
経
・
内
臓
が
存
在
し
な
い
」、「
自
分
は
こ
の

苦
悩
の
ま
ま
永
遠
に
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
悲
観
的
・
永
劫

回
帰
的
な
妄
想
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
属
す
る
文
化
・

社
会
、
信
ず
る
宗
教
に
よ
っ
て
症
状
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

「
文
化
依
存
症
候
群
」
の
一
種
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

以
下
に
特
徴
的
な
症
状
を
挙
げ
る
。 

 

▼
欧
米
圏
の
一
神
教
信
者
の
コ
タ
ー
ル
症
候
群
の
妄
想 

 

「
自
分
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
」 

「
自
分
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
」 

「
自
分
に
は
脳
・
神
経
・
内
臓
な
ど
が
存
在
し
な
い
」 

「
自
分
は
こ
の
苦
悩
の
ま
ま
永
遠
に
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
い
か
な

る
方
法
に
よ
っ
て
も
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
い
）
」（
不
死
妄
想
） 

「
自
分
は
神
が
創
造
し
た
人
間
の
う
ち
最
も
邪
悪
な
作
品
で
あ
る
」（
強
度
の
懺

悔
・
卑
下
） 

 

カ
プ
グ
ラ
症
候
群 

(C
a

p
g
ra

s d
e
lu

sio
n

) 

フ
レ
ゴ
リ
妄
想 

(

フ
レ
ゴ
リ
の
錯
覚
・F

re
g
o
li d

e
lu

sio
n

) 

相
互
変
身
症
候
群 

(In
te

rm
e
ta

m
o
rp

h
o
sis) 

自
己
分
身
症
候
群 

(S
y
n

d
ro

m
e
 o

f su
b

je
ctiv

e
 d

o
u

b
le

s) 

  

こ
れ
ら
は
全
て
、
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群
（
妄
想
性
同
定
錯
誤
症
候
群
・

D
e
lu

sio
n

a
l M

isid
e
n

tifica
tio

n
 S

y
n

d
ro

m
e

）
と
し
て
知
ら
れ
る
妄
想
群
で

あ
る
。
老
齢
期
の
妄
想
と
し
て
の
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
若
年
で
は
、
思
春

期
の
男
女
の
児
童
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
十
代
・
二
十
代
の
女
性
に
偏
っ
て
見
ら

れ
る
。 

 

カ
プ
グ
ラ
症
候
群
は
、J.C

a
p

g
ra

s

とJ
.R

e
b

o
u

l-L
a

ch
a
u

x

に
よ
り
報
告
さ

れ
た
。
単
な
る
人
物
誤
認
で
は
な
く
、「
替
え
玉
妄
想
」
と
「
被
害
妄
想
」
を
特

徴
と
す
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
肉
親
・
知
人
・
友
人
、
あ
る
い
は
動
植
物
・
自
動
車
・
日
用
品
、

ひ
い
て
は
都
市
・
国
家
な
ど
が
本
物
と
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
本
物
は
ど
こ
か

別
の
場
所
に
存
在
し
て
い
る
と
信
じ
て
疑
わ
ず
、
な
お
か
つ
本
物
よ
り
送
り
込

ま
れ
た
そ
れ
ら
替
え
玉
家
族
や
替
え
玉
国
家
が
自
分
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
妄
想
す
る
。 

 

た
だ
し
、
稀
に
「
替
え
玉
妄
想
」
と
「
被
害
妄
想
」
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は

両
方
が
な
い
場
合
も
あ
り
、
最
も
軽
度
の
も
の
で
は
「
相
貌
失
認
」
と
ほ
と
ん

ど
区
別
が
付
か
な
い
。 

 
フ
レ
ゴ
リ
妄
想
は
、P

.C
o
u

rb
o
n

とG
.F

a
il

に
よ
り
報
告
さ
れ
、
見
ず
知
ら

ず
の
他
人
を
肉
親
や
知
人
と
錯
覚
す
る
（
ま
た
は
、
肉
親
や
知
人
の
替
え
玉
で

あ
る
と
妄
想
す
る
）
症
状
を
指
す
。
カ
プ
グ
ラ
症
候
群
よ
り
も
被
攻
撃
・
被
害
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妄
想
が
強
い
傾
向
に
あ
る
。 

 
相
互
変
身
症
候
群
は
、
自
分
以
外
の
全
て
の
人
間
は
誰
か
一
人
（
ま
た
は
数

人
）
の
人
間
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
身
を
繰
り
返
し
て
演
じ
て
い
る
と
す
る
妄
想

で
あ
る
。 

 

自
己
分
身
症
候
群
は
、
自
分
の
分
身
が
こ
の
世
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
（
ま

た
は
、
自
分
は
こ
の
世
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
本
物
の
自
分
の
替
え
玉
で
あ
る
）

と
す
る
妄
想
で
あ
る
。 

 

▼
欧
米
圏
の
一
神
教
信
者
の
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群
の
妄
想 

 

「
本
物
の
私
は
ど
こ
か
に
別
に
存
在
す
る
」 

「
私
は
夜
に
な
る
と
毎
日
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
て
、
翌
朝
に
な
る
と
私
の
替
え

玉
が
生
ま
れ
て
私
に
な
っ
て
い
る
」 

「
私
の
家
族
は
替
え
玉
で
、
同
じ
顔
を
し
た
本
物
の
家
族
は
す
で
に
死
ん
で
い

る
」 

「
全
て
は
演
劇
で
、
私
が
出
会
う
多
く
の
人
々
は
、
ご
く
少
数
の
人
々
が
毎
日

化
粧
や
衣
装
を
変
え
て
演
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」 

「
地
球
は
ま
た
別
の
場
所
に
あ
っ
て
、
こ
こ
は
地
球
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」 

  

第
三
章 

罹
患
者
と
の
個
人
的
交
流 

  

日
本
に
お
い
て
は
、
私
が
知
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
発
症
は
目
立
っ
て

外
因
的
・
後
天
的
な
発
症
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
性

的
被
害
・
暴
力
被
害
や
、
外
見
や
行
動
の
習
慣
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
言
に
遭
っ
た
女
性
に
よ
る
急
性
の
発
症
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

男
性
に
全
く
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

コ
タ
ー
ル
症
候
群
の
場
合
も
妄
想
性
人
物
誤
認
症
候
群
の
場
合
も
、
稀
に
妄

想
を
自
覚
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
妄
想
に
抵
抗
し
よ
う
と
し
て

著
し
い
苦
悩
を
経
験
し
、
抵
抗
に
疲
労
し
て
自
殺
を
図
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
暴
力
被
害
な
ど
の
目
立
っ
た
外
因
が
見
当
た
ら
な
い
場
合
に
は
、
欧
米

と
同
様
に
宗
教
的
信
念
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。 

 

た
だ
し
、
カ
ル
ト
宗
教
的
・
新
宗
教
的
な
信
念
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
む
し

ろ
、
い
か
な
る
宗
教
や
自
己
啓
発
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
と
も
無
縁
の

生
活
を
送
り
、
周
囲
の
人
間
の
助
け
を
借
り
よ
う
と
せ
ず
、
強
い
責
任
感
を
持

っ
て
人
生
を
送
っ
て
き
た
方
々
の
発
症
例
が
多
い
よ
う
に
思
う
。 

 

ま
た
、
こ
の
妄
想
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
当
人
一
人
で
は
止
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
稀
に
自
ら
の
力
で
寛
解
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
あ
る
。 

 

最
近
で
は
、
神
経
科
医V

ila
y
a

n
u

r S
. R

a
m

a
ch

a
n

d
ra

n

も
『
脳
の
な
か
の

幽
霊
、
ふ
た
た
び 

見
え
て
き
た
心
の
し
く
み
』（
訳 

山
下
篤
子
、
角
川
書
店
、

二
〇
〇
五
）
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。 

 
▼
私
が
交
流
し
て
き
た
日
本
の
精
神
病
性
障
害
患
者
に
特
徴
的
な
コ
タ
ー
ル
症

候
群
の
妄
想 
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「
私
は
す
で
に
死
ん
で
い
る
」 

「
私
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
」 

「
私
に
は
性
器
・
胸
部
・
口
唇
部
が
存
在
し
な
い
」
＝
性
的
被
害
に
遭
っ
た
部

位
を
脳
が
無
視 

「
私
の
頭
や
体
は
、
そ
れ
ら
の
部
位
を
虐
待
で
殴
打
さ
れ
た
と
き
に
消
滅
し
た
」

＝
虐
待
被
害
に
遭
っ
た
部
位
を
脳
が
無
視 

「
私
は
こ
の
苦
悩
の
ま
ま
永
遠
に
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
い
か
な
る

方
法
に
よ
っ
て
も
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
い
）
」
（
不
死
妄
想
） 

 

▼
私
が
交
流
し
て
き
た
日
本
の
精
神
病
性
障
害
患
者
に
特
徴
的
な
妄
想
性
人
物

誤
認
症
候
群
の
妄
想 

 

「
本
物
の
私
は
ど
こ
か
に
別
に
存
在
す
る
」 

「
私
の
家
族
は
替
え
玉
で
、
同
じ
顔
を
し
た
本
物
の
家
族
は
す
で
に
死
ん
で
い

る
」 

「
私
の
部
屋
に
あ
る
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、
昔
捨
て
た
ぬ
い
ぐ
る
み
の
生
ま
れ
変
わ

り
で
、
私
を
呪
う
た
め
に
や
っ
て
来
た
」 

「
私
の
か
っ
こ
い
い
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
自
分
を
だ
ま
す
（
恋
に
落
と
す
）
た
め

に
宇
宙
軍
か
ら
送
り
込
ま
れ
た
男
で
、
同
じ
顔
を
し
た
本
物
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は

別
の
場
所
に
い
る
」 

「
私
の
性
器
・
胸
部
・
口
唇
部
は
常
に
新
品
で
、
性
的
被
害
を
受
け
た
り
パ
ー

ト
ナ
ー
に
接
触
さ
れ
た
り
し
て
古
び
る
た
び
に
、
性
器
製
造
工
場
な
ど
か
ら
新

品
が
供
給
さ
れ
て
い
る
」 

 

▼ 

私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状
や
共
感
覚
、

そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様
に
、
私
の
サ
イ
ト
内
の
女
性

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
の
女
性
寮

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
寮
生
に

解
説
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

↓ 

●
「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
参
照
。 

 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 
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第
四
章 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
に
ま
つ
わ
る
個
人
的
交
流 

  

こ
れ
ら
の
症
状
を
抱
え
る
方
々
は
比
較
的
、
岩
崎
式
日
本
語
に
親
和
性
が
高

い
よ
う
で
あ
り
、
同
言
語
を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
日
本
人
女
性
の
中

に
こ
れ
ら
の
症
状
を
抱
え
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

  

参
考
文
献
（
精
神
疾
患
研
究
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
文
献
以
外
） 

 C
o
ta

rd
, 

J
u

le
s 

(1
8

8
0

). 
"D

u
 

D
e
lire

 
H

y
p

o
ch

o
n

d
ria

q
u

e
 

d
a
n

s
 

u
n

e
 

fo
rm

e
 

g
ra

v
e
 

d
e
 

la
 

m
e
la

n
co

lie
 

a
n

x
ie

u
s
e
". 

A
n

n
a

le
s 

m
e
d

ico
-p

sy
ch

o
lo

g
iq

u
e
s 3

8
: 1

6
8

-1
7
4

. 

P
e
a

rn
, 

J
. 

&
 
G

a
rd

n
e
r-T

h
o
rp

e
, 

C
 
(M

a
y
 
1

4
, 

2
0

0
2

). 
"J

u
le

s 
C

o
ta

rd
 

(1
8

4
0

-1
8

8
9

) 
H

is 
life

 
a

n
d

 
th

e
 
u

n
iq

u
e
 
sy

n
d

ro
m

e
 
th

a
t 

b
e
a

rs 
h

is 

n
a

m
e
". N

e
u

ro
lo

g
y
 (a

b
stra

ct) 5
8

 (9
): 1

4
0

0
-3

. 

H
irste

in
, 

W
illia

m
. 

"T
h

e
 

m
isid

e
n

tifica
tio

n
 

sy
n

d
ro

m
e
s 

a
s 

m
in

d
re

a
d

in
g
 

d
iso

rd
e
rs." 

C
o
g
n

itiv
e
 

N
e
u

ro
p

sy
ch

ia
try, 

2
0

1
0
 

J
a

n
;1

5
(1

): 2
3

3
-6

0
. 

R
a

m
a

ch
a

n
d

ra
n

, 
V

. 
S

. 
(1

9
9

8
). 

"C
o
n

s
cio

u
sn

e
ss 

a
n

d
 
b

o
d

y
 
im

a
g
e
: 

L
e
sso

n
s
 

fro
m

 
p

h
a
n

to
m

 
lim

b
s, 

C
a
p

g
ra

s 
sy

n
d

ro
m

e
 

a
n

d
 

p
a

in
 

a
sy

m
b
o
lia

". 
P

h
ilo

so
p

h
ica

l 
T

ra
n

sa
ctio

n
s
 
o
f 

th
e
 
R

o
y
a
l 

S
o
cie

ty
 
B

: 

B
io

lo
g
ica

l S
cie

n
ce

s 3
5

3
 (1

3
7

7
): 1

8
5

1
-1

8
5

9
. 

"C
a
p

g
ra

s (D
e
lu

s
io

n
) S

y
n

d
ro

m
e
". P

sy
ch

N
e
t-U

K
. 

『
脳
の
な
か
の
幽
霊
、
ふ
た
た
び 

見
え
て
き
た
心
の
し
く
み
』 

ヴ
ィ
ラ
ヤ
ヌ

ル
・S

・
ラ
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
ン
、
訳 

山
下
篤
子
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
五 

  

第
三
部 

現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
（
二
〇
〇
八
） 

  

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
一
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
九
年
二
月
二
十
六
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
十
一
日 

最
終
更
新 

特
設
サ
イ
ト
「
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
」 

   

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
文
章
で
す
。
皆
様
の
サ
イ
ト
に
て
公
開
さ

れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
ア
ド
レ
ス
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

●
今
ま
で
の
交
流
の
概
要 

●
当
サ
イ
ト
に
お
け
る
精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
、
お
よ
びD

V

・
暴

力
・
虐
待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

●
現
代
日
本
人
の
心
理
の
例
（
目
次
・
凡
例
） 

●
精
神
疾
患
関
連
リ
ン
ク 
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◆
個
人
交
流
会
や
訪
問
・
見
学
先
（
精
神
病
棟
、
心
身
障
害
者
専
用
施
設
、D

V

・

暴
力
被
害
者
専
用
ハ
ウ
ス
・
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
）
で
交
流
し
て
き
た
方
々
の
言

葉
・
文
章
を
載
せ
て
い
ま
す
。「
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
々
の
力
に

な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
公
開
を
希
望
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

◆
交
流
者
数
は
ほ
ぼ
男
女
同
数
で
す
が
、
個
人
的
に
、
ご
自
身
の
症
状
や
苦
悩

を
自
ら
言
葉
に
し
に
く
い
発
達
障
害
・
知
的
障
害
・
言
語
障
害
や
ひ
き
こ
も
り
・

ニ
ー
ト
の
男
性
と
、
そ
れ
ら
を
自
ら
言
葉
に
で
き
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
希
望
・
欲
求
の
強
い
不
安
障
害
・
摂
食
障
害
・
解
離
性
障
害
・
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
障
害
の
女
性
と
の
交
流
が
多
い
の
で
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
言

葉
・
文
章
も
必
然
的
に
女
性
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

男
性
の
言
葉
・
文
章
も
掲
載
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

▼ 

私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状
や
共
感
覚
、

そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様
に
、
私
の
サ
イ
ト
内
の
女
性

専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
の
女
性
寮

に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
寮
生
に

解
説
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

↓ 

●
「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
参
照
。 

 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 

 

  

●
二
十
一
歳
女
性
（
二
〇
〇
八
） 

 

（
１
）S

ch
iz

o
p

h
re

n
ia

 IC
D

-1
0

 F
2

0
 

統
合
失
調
症 

（
２
）
共
感
覚 

（
３
）
統
合
失
調
症
は
誤
診
の
可
能
性
が
あ
る
。
共
感
覚
を
幻
視
・
幻
聴
と
受

け
取
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。 

  

私
は
外
を
歩
い
て
い
る
と
、
道
や
、
道
端
の
き
れ
い
な
花
か
ら
音
や
声
が
聞
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こ
え
ま
す
。
あ
の
花
は
優
し
い
黄
色
の
声
、
こ
の
花
は
悲
し
い
紫
色
の
声
、
な

ど
で
す
。
あ
の
道
は
赤
色
に
笑
っ
て
い
る
か
ら
い
つ
も
通
っ
て
あ
げ
る
。
で
も
、

電
車
や
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
、
と
て
も
苦
し
く
な
る
、
と
い
う
感
覚
で
す
。 

 

私
は
人
工
的
に
作
ら
れ
た
空
間
に
い
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
ど
う
し

て
み
ん
な
の
た
め
に
書
類
を
書
い
た
り
、
運
ん
だ
り
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か

が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
私
は
仕
事
に
就
け
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
よ
り
も
あ
の
花
の
た
め
に
何
か
お
礼
が
し
た
い
。
花
と
土
の
た
め
に
生

き
た
い
。
私
が
外
に
出
て
働
く
と
い
う
こ
と
は
、
花
を
ち
ぎ
る
こ
と
、
そ
ん
な

こ
と
を
思
っ
て
い
る
私
は
お
か
し
な
女
性
で
し
ょ
う
か
。 

 

い
つ
か
は
人
間
が
負
け
る
気
が
す
る
。
だ
か
ら
、
花
か
ら
す
れ
ば
、
私
が
本

当
の
意
味
で
す
ご
く
働
い
て
い
る
の
か
も
、
と
思
っ
て
生
き
る
し
か
な
い
の
で

す
。
そ
う
い
う
私
を
、
あ
の
花
は
黄
色
に
笑
っ
て
く
れ
る
か
な
、
な
ど
と
感
じ

な
が
ら
、
毎
日
を
生
き
て
い
ま
す
。 

  

第
四
部 

十
二
指
腸
潰
瘍
、
統
合
失
調
症
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
血
液
型
、
単
極
性

障
害
と
双
極
性
障
害 

  

二
〇
一
二
年
三
月
七
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

■
十
二
指
腸
潰
瘍
の
「
な
り
や
す
さ
」 

  

最
近
の
『N

a
tu

re
 G

e
n

e
tics

』
に
掲
載
さ
れ
た
東
大
医
科
学
研
究
所
の
研
究

論
文
に
よ
る
と
、
血
液
型
が
Ｏ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ａ
Ｂ
型
の
順
に
十
二
指
腸
潰
瘍
に

な
り
や
す
く
、
Ｏ
型
の
人
は
Ａ
型
の
人
よ
り
も
一
・
五
倍
ほ
ど
十
二
指
腸
潰
瘍

に
な
り
や
す
い
と
い
う
調
査
結
果
が
出
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
胃
癌
の
「
な
り
や
す
さ
」
の
指
標
と
し
て
使
わ
れ
るP

S
C

A

と
い
う

胃
癌
リ
ス
ク
遺
伝
子
が
Ｃ
型
の
人
は
、
Ｔ
型
の
人
に
比
べ
て
、
胃
癌
リ
ス
ク
は

半
分
で
あ
る
の
に
、
十
二
指
腸
潰
瘍
リ
ス
ク
は
お
よ
そ

2

倍
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
、
東
大
医
科
研
は
、「
Ｏ
型
の
血
液
型
遺
伝
子
を
持
つ
人
の
腸

は
、
十
二
指
腸
潰
瘍
の
原
因
と
な
る
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
が
住
み
や

す
い
か
ら
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、「
Ａ
型
人
間
は
神
経
質
で
あ
る
」
と

い
っ
た
血
液
型
占
い
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
も
い
る
。 

（
ち
な
み
に
、
私
は
Ｂ
型
で
あ
る
。
Ｂ
型
の
男
性
は
、
血
液
型
占
い
で
は
あ
ま

り
よ
く
思
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、「
大
雑
把
で
片
付
け
が
下
手
」
と
い
う
評
価

が
定
番
の
よ
う
だ
が
、
な
ぜ
か
私
は
整
理
・
整
頓
が
好
き
な
人
間
で
、
一
番
大

好
き
な
家
事
は
皿
洗
い
で
あ
る
。） 

 

十

二

指

腸

潰

瘍

の

原

因

遺

伝

子

を

発

見
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学
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科
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研
究
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こ
の
十
二
指
腸
潰
瘍
及
び
よ
く
似
た
胃
潰
瘍
の
「
二
大
消
化
性
潰
瘍
」
に
つ

い
て
、
い
つ
も
私
が
興
味
深
く
思
っ
て
い
る
の
は
、「
ど
ん
な
に
精
神
的
ス
ト
レ

ス
を
受
け
て
も
こ
れ
ら
に
罹
患
し
な
い
」
人
が
い
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
の
に
、

「
こ
れ
ら
の
疾
患
の
主
要
因
が
精
神
的
ス
ト
レ
ス
で
あ
る
」
こ
と
も
確
実
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
お
よ
そ
欧
米
と
日
本
で
出
て
い
る
研
究
結
果
を
足
し
合

わ
せ
る
と
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

だ
か
ら
、
鬱
病
や
社
交
不
安
障
害
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
人
が
こ
れ
ら
の
消
化

性
潰
瘍
を
併
発
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
消
化
性
潰
瘍
は
、
一
応
は
「
精
神
の

疾
患
」
で
は
な
く
「
身
体
の
疾
患
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
疾
病
分
類

と
し
て
有
名
な

IC
D

-1
0

で
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
私
の
以
下
の

ペ
ー
ジ
に
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
挙
げ
た
何
人
か

の
方
は
、
消
化
性
潰
瘍
に
罹
患
し
て
い
る
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/se

ish
in

/re
i.h

tm
l 

（
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
に
追
記
：
現
在
、
こ
ら
ら
「
現
代
日
本
人
の
心
理
の

例
」
は
、
分
野
ご
と
に
各
巻
に
分
け
て
収
録
済
み
。） 

  

精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
主
要
因
と
い
う
点
で
は
、
消
化
性
潰
瘍
は
偏
頭
痛
に
似

て
い
る
気
が
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、「
あ
る
人
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
時

に
、
消
化
性
潰
瘍
に
な
り
や
す
い
か
偏
頭
痛
に
な
り
や
す
い
か
は
、
あ
る
程
度

は
血
液
型
の
差
異
な
ど
の
遺
伝
的
差
異
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
が
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

だ
か
ら
、「
同
じ
だ
け
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
時
に
、
ま
ず
十
二
指
腸

潰
瘍
と
い
う
形
に
現
れ
や
す
い
の
は
、
Ｏ
型
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
言

え
る
の
だ
ろ
う
。 

 

も
ち
ろ
ん
、「
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、
体
内
で
ピ
ロ
リ
菌
が
発
生
す

る
」
な
ど
と
い
う
超
常
現
象
が
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、「
ピ
ロ

リ
菌
が
全
く
い
な
い
環
境
下
で
も
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
過
度
に
受
け
る
と
、

十
二
指
腸
潰
瘍
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」
わ
け
で
あ
る
か
ら
、「
ピ
ロ
リ
菌
は
十
二

指
腸
潰
瘍
の
Ｏ
Ｎ
ス
イ
ッ
チ
と
な
る
場
合
も
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
し
か
で
き

な
い
わ
け
で
あ
る
。 

 

私
の
素
人
目
で
見
て
も
、
消
化
性
潰
瘍
は
、
飲
酒
と
喫
煙
と
い
う
「
生
活
悪

習
慣
」
に
よ
る
発
症
に
心
当
た
り
が
な
い
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が
精
神
的
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
発
症
で
は
な
か
ろ
う
か
と
さ
え
思
う
。 

  

■
統
合
失
調
症
者
の
「
病
理
回
避
能
力
」 

  

今
回
の
Ｏ
型
と
Ａ
型
の
差
の
よ
う
に
、
一
・
五
倍
く
ら
い
の
差
な
ら
、
い
く

ら
で
も
実
験
の
方
法
・
環
境
の
違
い
に
よ
っ
て
ま
だ
結
果
が
覆
り
そ
う
な
危
う

さ
が
あ
る
が
、
中
に
は
、
い
く
ら
反
証
し
よ
う
に
も
し
が
た
い
心
身
の
相
関
関

係
と
い
う
の
も
あ
る
。 

 

タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
有
名
な
も
の
に
、「
統
合
失
調
症
者
は
関
節

リ
ウ
マ
チ
に
な
り
に
く
い
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
統
合
失
調
症
者
の
関
節
リ

ウ
マ
チ
罹
患
率
は
、
非
統
合
失
調
症
者
の
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
と
の
報
告
が

あ
る
。 
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こ
れ
も
前
後
関
係
・
論
理
関
係
が
大
変
難
し
い
の
だ
が
、「
関
節
リ
ウ
マ
チ
患

者
は
統
合
失
調
症
に
な
り
に
く
い
」
の
で
は
な
く
、「
統
合
失
調
症
者
は
関
節
リ

ウ
マ
チ
に
な
り
に
く
い
」
と
い
う
の
が
通
説
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
ち

ら
も
正
し
い
可
能
性
が
あ
る
。 

 

考
え
て
み
れ
ば
、
統
合
失
調
症
で
は
自
我
の
状
態
が
変
容
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
脳
神
経
系
に
よ
る
命
令
系
統
、
神
経
伝
達
物
質
や
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
様
態

な
ど
が
化
学
的
に
変
化
し
て
い
る
に
決
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
、「
あ
る
精
神
疾
患

に
陥
る
と
、
身
体
の
状
態
が
変
化
し
て
、
あ
る
病
気
に
な
り
や
す
く
な
っ
た
り
、

な
り
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
」
と
い
う
の
は
、
単
に
当
た
り
前
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
だ
け
だ
と
も
言
え
る
。 

 

つ
ま
り
、
「
心
が
変
わ
る
と
体
が
変
わ
る
」
、
「
体
が
変
わ
る
と
心
も
変
わ
る
」

と
い
う
の
は
当
た
り
前
で
、
こ
れ
だ
と
ま
だ
心
身
二
元
論
的
な
言
い
方
で
あ
る

が
、
よ
り
い
っ
そ
う
私
好
み
の
東
洋
的
心
身
論
の
言
い
方
で
言
う
と
、「
心
と
体

に
区
別
は
な
い
」
あ
る
い
は
、「
心
と
体
と
は
、
同
じ
こ
と
を
別
の
言
葉
で
言
い

換
え
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
、

立
場
に
よ
っ
て
書
き
方
が
異
な
る
だ
ろ
う
が
。 

 

そ
う
い
う
意
味
で
は
、「
血
液
型
（
血
の
化
学
的
構
造
）
が
違
う
と
、
心
が
違

う
」
と
い
う
の
は
、
多
少
は
当
た
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
あ
り
、
た
だ
そ

れ
を
偏
狭
な
占
い
や
優
生
思
想
や
差
別
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
と
思
う
。 

  

お
そ
ら
く
、
鬱
病
、
社
交
不
安
障
害
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
も
同
じ
こ
と
で
、

「
そ
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
際
に
ど
の
疾
患
に
な
り
や
す
い
か
は
、
血
液

や
ホ
ル
モ
ン
や
筋
繊
維
な
ど
の
遺
伝
的
な
形
質
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
は
傾
向

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
ま
で
は
、
言
っ
て
も
よ
い
の
だ
ろ
う
。 

 

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
鬱
や
不
安
障
害
の
一
群
に
共
通
す
る
点
と
言
え
ば
、
統

合
失
調
症
と
違
っ
て
「
自
我
意
識
が
崩
壊
し
な
い
ま
ま
、
真
正
面
か
ら
精
神
的

ス
ト
レ
ス
を
意
識
の
上
で
受
け
る
」
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
苦
痛
感
」
が
常
に

あ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
残
酷
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
、「
心
に
よ
っ
て
体
が
変

化
す
る
こ
と
」
を
現
代
に
お
い
て
意
識
の
上
で
一
番
知
っ
て
い
る
人
た
ち
で
も

あ
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
こ
う
い
う
人
た
ち
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。 

  

■
戦
争
遂
行
の
た
め
に
研
究
さ
れ
た
日
本
の
血
液
型
類
型
学 

  

先
日
、
大
正
や
昭
和
初
期
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
や
『
週
刊
朝
日
』
を
読
ん

で
い
た
ら
、
血
液
型
に
よ
る
性
格
分
類
が
当
時
の
日
本
の
医
学
界
、
政
界
、
司

法
界
、
出
版
業
界
な
ど
に
お
い
て
本
気
で
研
究
・
普
及
さ
れ
て
い
た
実
状
が
色
々

と
記
録
さ
れ
て
い
た
。 

 

例
え
ば
、
大
正
十
一
年
七
月
二
十
五
日
発
売
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
で
は
、「
ヒ
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ト
ラ
ー
に
し
て
も
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
し
て
も
、
世
界
の
独
裁
者
は
Ｏ
型
だ
。
近

衛
文
麿
首
相
が
優
れ
た
能
力
を
見
せ
て
い
る
の
も
、
Ｏ
型
だ
か
ら
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
我
が
国
も
指
導
者
層
に
Ｏ
型
の
人
間
を
置
け
ば
、
外
交
に
成
功
し
、
戦

争
に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
内
容
の
進
言
を
医
学
博
士
ら

が
外
務
大
臣
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
時
は
、
日
本
の
軍
事
的
・
外
交
的
勝
利
の
た
め
に
Ｏ
型
の
血
を
軍
部
や
外

務
省
に
結
集
せ
よ
と
の
風
潮
が
あ
っ
て
、
中
で
も
新
垣
恒
政
ら
医
学
界
か
ら
の

進
言
が
急
進
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
の
み
な
ら

ず
、「
東
京
日
日
新
聞
」
、「
讀
賣
新
聞
」
、「
毎
日
新
聞
」
、「
朝
日
新
聞
」
な
ど
新

聞
各
紙
も
、
右
派
・
左
派
に
関
係
な
く
、
こ
の
Ｏ
型
優
生
思
想
の
風
潮
に
加
担

す
る
論
調
を
展
開
し
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
は
落
ち
が
あ
っ
て
、
実
は
ヒ
ト
ラ
ー
は
Ａ
型
だ
っ
た
と

い
う
の
が
最
近
の
定
説
な
の
だ
が
、
当
時
も
、
そ
う
と
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、

今
度
は
、「
や
は
り
Ａ
型
に
は
天
才
独
裁
者
が
多
い
。
ゆ
え
に
、
我
が
国
も
Ａ
型

の
人
材
を
採
用
し
よ
う
」
な
ど
と
い
う
話
の
す
り
替
え
が
行
わ
れ
て
い
て
、
も

は
や
呆
気
に
と
ら
れ
る
。 

 

当
時
の
日
本
の
医
者
、
政
治
家
、
法
律
家
な
ど
は
、
当
時
や
今
の
我
々
一
般

国
民
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
、「
血
液
型
性
格
分
類
教
」
の
信
者
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
今
回
の
ブ
ロ
グ
の
冒
頭
の
件
を
合
わ
せ
る
と
、「
日
本
の
軍
部
は
銃

後
の
国
民
よ
り
も
十
二
指
腸
潰
瘍
に
な
り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
笑
い
話

に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

と
も
か
く
、
大
正
期
・
昭
和
初
期
の
日
本
に
よ
る
ナ
チ
ス
分
析
を
見
て
い
る

と
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
血
液
型
一
つ
を
取
っ
て
も
、
雑
誌
や
新
聞
に
よ
っ
てA

型
だ

っ
た
りO

型
だ
っ
た
り
無
茶
苦
茶
で
、
全
く
我
々
日
本
人
に
は
恥
と
い
う
も
の

が
な
く
な
っ
た
の
か
と
い
う
く
ら
い
に
出
鱈
目
を
報
道
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
当
時
の
日
本
を
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
本
当
に
「
良
き
軍
事
同
盟
の
同
志
」

と
信
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
極
め
て
疑
わ
し
い
限
り
だ
と
思
え
る
。 

 

そ
の
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
が
、
親
衛
隊
結
成
や
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
実
行
す
る
に
あ

た
り
、
民
族
ご
と
の
血
液
型
に
よ
る
性
格
分
類
・
血
液
型
類
型
学
の
研
究
に
邁

進
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
。 

  

■
単
極
性
障
害
と
双
極
性
障
害
は
峻
別
で
き
る
と
い
う
幻
想 

  

私
の
鬱
病
観
や
単
極
性
障
害
・
双
極
性
障
害
観
が
、
今
も
変
わ
ら
ず
以
下
の

通
り
で
あ
る
こ
と
を
添
え
た
上
で
、
少
し
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。 

 

鬱
病
が
鬱
病
を
疎
外
す
る
～
「
本
当
の
鬱
病
は
美
し
い
も
の
」
～ 

h
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（
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
に
追
記
：『
全
集
』
に
収
録
。） 

 

私
の
考
え
・
思
い
・
持
論 

h
ttp
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a
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k
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n
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ish
in

/k
a
n

g
a

e
.h

tm
l 

（
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
に
追
記
：『
全
集
』
に
収
録
。） 
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鬱
や
単
極
性
・
双
極
性
障
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
時
々
見
る
。

一
昔
前
に
比
べ
て
、
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、「
単
極
性
障
害

と
双
極
性
障
害
の
差
異
の
過
剰
な
強
調
の
傾
向
」
だ
と
い
う
気
が
す
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
医
学
界
や
製
薬
会
社
、
マ
ス
コ
ミ
が
そ
の
ブ
ー
ム
の
中
心
に
い

る
の
は
確
か
だ
と
思
う
が
、
私
が
出
会
っ
て
き
た
単
極
性
・
双
極
性
障
害
当
事

者
の
中
に
も
、
最
新
の
操
作
主
義
的
・
合
理
的
な
分
類
し
か
知
ら
ず
、「
双
極
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
」
と
い
っ
た
概
念
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
知
っ
て
い
て
も
こ
の
考

え
方
を
最
初
か
ら
嘲
笑
・
一
蹴
す
る
人
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

か
な
り
気
に
な
っ
て
い
る
。 

 

私
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
、
先
に
示
し
た
戦
前
の
日
本
の
軍
部
や
医

学
界
の
多
く
の
上
層
部
の
態
度
と
大
差
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
不
安
を

覚
え
て
い
る
。 

 

そ
れ
に
、
私
自
身
は
今
で
も
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
型
や
日
本
型
の
単
極
性
・

双
極
性
障
害
観
よ
り
は
、
ク
レ
ペ
リ
ン
の
よ
う
な
旧
ド
イ
ツ
型
や
、
十
～
二
十

年
前
の
ア
メ
リ
カ
、
特
に
ア
キ
ス
カ
ル
ら
新
ク
レ
ペ
リ
ン
学
派
の
単
極
性
・
双

極
性
障
害
観
の
ほ
う
が
、
心
優
し
い
考
え
方
、
し
か
も
実
は
日
本
人
に
も
合
っ

た
考
え
方
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
単
極
性
障
害
は
双
極
性
障
害
の
極

値
状
態
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
。 

（
確
か
に
、
ア
キ
ス
カ
ル
の
「
双
極
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
と
い
っ
た
考
え
方
は
、

薬
の
処
方
な
ど
の
実
用
性
に
は
乏
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
精
神
」

に
つ
い
て
の
人
と
し
て
の
考
え
方
・
態
度
を
問
題
に
し
た
く
思
う
。） 

 

テ
レ
ビ
で
、
鬱
に
陥
っ
た
人
た
ち
が
、
以
前
通
っ
て
い
た
病
院
で
単
極
性
障

害
と
診
断
さ
れ
薬
を
摂
取
し
て
い
た
が
、
病
院
を
変
え
た
と
こ
ろ
双
極
性
障
害

と
診
断
さ
れ
、「
誤
診
さ
れ
て
苦
し
ん
で
き
た
今
ま
で
の
人
生
を
返
し
て
ほ
し
い

と
前
の
医
者
に
言
い
た
い
」
と
怒
っ
て
い
る
の
を
時
々
目
に
す
る
。
私
は
い
つ

も
、
こ
の
よ
う
な
番
組
を
見
る
と
、
私
の
性
格
か
ら
来
る
気
分
だ
と
思
う
の
だ

が
、
そ
れ
こ
そ
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
の
思
い
や
り
や
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
」
と
鬱
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

い
つ
も
こ
う
い
う
時
に
私
が
問
題
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
患

者
側
ま
で
も
、「
人
間
の
鬱
で
暗
い
気
持
ち
」
の
出
現
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
「
単
極
性
」

と
「
双
極
性
」
と
に
分
類
す
る
自
ら
の
歪
ん
だ
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
・
二
元
論
的
人

間
観
（
そ
れ
は
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
で
さ
え
な
い
よ
う
に
思
う
）
を
疑
わ
な
い
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。 

 

要
す
る
に
、
前
の
担
当
医
も
今
の
担
当
医
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
「
診
断
基
準

に
基
づ
き
、
正
し
い
診
断
を
お
こ
な
っ
た
」
に
違
い
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

双
極
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
考
え
方
に
対
す
る
患
者
側
か
ら
の
強
い
非
難
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
現
在
は
、
医
者
よ
り
も
患
者
の
ほ
う
が
、
い
わ
ば
「
診
断
名
の
イ

デ
ア
論
」
や
「
自
身
の
疾
患
と
他
の
疾
患
と
の
壁
の
実
在
性
」
を
強
く
主
張
・

信
奉
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
、
か
な
り
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。 

 

ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
の
“O

u
tsid

e
rs

”
に
描
か
れ
た
よ
う
な
シ
カ
ゴ
学
派

の
ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論
の
研
究
の
た
め
の
「
最
良
の
」
被
験
者
が
、
現
在
の
単
極

性
・
双
極
性
障
害
者
に
は
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

私
は
こ
の
ブ
ロ
グ
で
、「
本
物
の
鬱
」
と
か
「
真
の
鬱
」
と
わ
ざ
わ
ざ
書
く
こ

と
が
多
い
が
、
そ
の
時
の
「
鬱
」
と
は
、
今
書
い
た
よ
う
な
、
歪
ん
だ
プ
ラ
ト

ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
自
我
意
識
を
も
っ
て
他
者
と
関
係
し
よ
う
と
す
る
（
医
者
側

だ
け
で
な
く
）
鬱
病
側
の
人
間
に
対
す
る
、
茫
漠
と
し
た
寂
寥
感
や
絶
望
感
を
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保
っ
て
い
る
一
部
の
人
間
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
（
憂
鬱
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 

 
む
し
ろ
今
は
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
精
神
病
理
学
の
方
が
、
こ
の
よ
う
な

「
人
間
の
鬱
の
本
質
」
を
分
か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
日
本
の
精
神
病

理
観
は
、
多
分
に
政
府
や
テ
レ
ビ
局
や
大
企
業
、
我
々
国
民
自
身
（
医
者
も
患

者
も
含
む
）
が
創
作
し
て
扇
動
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
感
じ
る
。 

  

■
本
質
直
観
に
よ
る
精
神
病
理
観 

  

私
の
考
え
は
、
毎
度
の
ご
と
く
変
わ
り
映
え
が
し
な
い
の
で
、
面
白
く
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
あ
る
精
神
疾
患
へ
の
“
な
り
や
す
さ
”
は
、
そ
の
疾
患

に
対
す
る
我
々
の
自
我
に
よ
る
命
名
と
同
時
に
現
出
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
自
分
の
中
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
の
“O

u
tsid

e
rs

”

に
描
か
れ
た
よ
う
な
ラ
ベ
リ
ン
グ
理
論
を
、
日
本
人
の
極
端
な
大
衆
迎
合
性
・

付
和
雷
同
性
に
即
し
て
解
釈
し
た
も
の
と
言
え
る
と
思
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
も
っ
と
言
う
と
、
私
の
見
解
は
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ブ
ソ
ン
な
ど
の
ア

メ
リ
カ
型
知
覚
心
理
学
が
編
み
出
し
た
「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」
の
概
念
と
も
異

な
っ
て
、
少
な
か
ら
ず
大
乗
仏
教
で
言
う
『
中
論
』
の
「
中
観
」
に
親
和
性
を

持
つ
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
む
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
特
定
の
思
想
・
宗
教
の
名
前

な
ど
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
。 

 

最
新
の
精
神
疾
患
分
類
を
含
む
疾
病
リ
ス
ト
で
あ
る

IC
D

-1
0

や

D
S

M
-IV

-T
R

は
、
主
に
操
作
主
義
的
に
精
神
疾
患
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
大
雑

把
に
ど
の
よ
う
な
言
い
回
し
が
好
ま
れ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
統
合
失
調
症
に

せ
よ
、
解
離
性
障
害
に
せ
よ
、
鬱
病
に
せ
よ
、
強
迫
性
障
害
に
せ
よ
、「
元
々
遺

伝
的
に
そ
の
疾
患
へ
の
“
な
り
や
す
さ
”
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
人
が
、
あ
と
か

ら
学
校
生
活
・
社
会
生
活
・
家
庭
生
活
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
、
そ
の

遺
伝
的
形
質
が
発
現
さ
れ
て
“
病
理
・
疾
患
”
と
し
て
表
に
現
れ
る
」
と
い
う

言
い
方
で
あ
る
。 

 

一
見
す
る
と
、
非
常
に
う
ま
く
ま
と
め
て
い
る
し
、
間
違
っ
て
は
い
な
い
と

は
思
う
の
だ
が
、
一
方
で
、
ま
こ
と
に
都
合
の
よ
い
言
い
方
で
も
あ
る
と
思
う
。

こ
れ
は
結
局
、
心
身
問
題
（
心
脳
問
題
）
と
い
う
の
は
、
追
究
し
て
い
く
と
、

な
ぜ
か
一
見
す
る
と
矛
盾
し
た
結
果
が
導
か
れ
（
あ
る
精
神
疾
患
Ｘ
は
先
天
病

で
も
後
天
病
で
も
あ
る
と
い
う
結
果
）、
現
在
の
と
こ
ろ
誰
に
も
そ
の
答
え
が
分

か
ら
な
い
の
で
、
苦
肉
の
折
衷
案
と
し
て
の
言
い
回
し
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
精
神
疾
患
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
こ
ろ
ま
で
人
類
が
辿
り
着
い

た
こ
と
自
体
は
、
私
は
悪
く
な
い
こ
と
だ
と
は
思
う
が
、
私
が
本
当
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
い
や
、「
そ
の
先
に
あ
る
も

の
」
と
書
い
た
が
、
む
し
ろ
、「
そ
の
前
に
あ
っ
た
も
の
」、「
高
度
ス
ト
レ
ス
社

会
の
前
に
あ
っ
た
も
の
」
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

こ
う
い
う
矛
盾
は
、
東
洋
哲
学
、
仏
教
哲
学
、
禅
哲
学
な
ど
か
ら
精
神
疾
患

を
考
え
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
極
め
て
「
安
心
で
き
る
」
結
果
だ
と
も
言
え

る
と
思
う
。 

「
十
二
指
腸
潰
瘍
を
発
症
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
な
い
社
会
と

時
代
に
お
い
て
は
、
血
液
型
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ａ
Ｂ
・
Ｏ
そ
れ
自
体
に
“
な
り
や
す

さ
”
が
備
わ
っ
て
い
る
か
を
我
々
は
認
識
で
き
な
い
（
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
）」

と
考
え
れ
ば
、
我
々
は
、
先
天
・
後
天
論
争
の
大
喧
嘩
を
越
え
ら
れ
る
の
で
は
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な
い
か
と
い
う
の
が
、
ず
っ
と
私
の
考
え
て
き
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
サ
イ

ト
の
訪
問
者
と
の
出
会
い
の
主
旨
で
も
あ
る
。 

 

た
と
え
、
あ
る
人
（
Ａ
さ
ん
）
が
あ
る
精
神
疾
患
（
Ｘ
）
へ
の
「
な
り
や
す

さ
」
を
持
っ
て
い
た
よ
う
に
将
来
的
・
事
後
的
に
分
析
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、

そ
の
「
な
り
や
す
さ
」
が
我
々
第
三
者
や
社
会
の
側
の
人
間
（
Ｂ
）
の
自
我
の

認
識
上
に
（
Ｘ
）
と
し
て
現
出
さ
れ
な
い
限
り
、（
Ｘ
）
と
い
う
精
神
疾
患
の
保

因
者
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
に
は
実
在
し
な
い
、
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

換
言
す
る
と
、
「
精
神
疾
患
」
と
い
う
の
は
、
「
在
る
も
の
に
名
前
が
付
い
た

も
の
」
で
は
な
く
て
、「
名
前
が
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
精
神
疾
患
の
実
在
が
よ
う

や
く
現
出
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
思
う
。
「
血
液
型
の
差
異
が
あ
っ
た
か
ら
、

そ
の
差
異
に
よ
る
特
定
病
理
の
発
症
率
に
差
が
出
た
」
の
で
は
な
く
、「
特
定
病

理
の
発
症
が
問
題
と
な
る
社
会
と
な
っ
た
か
ら
、
血
液
型
の
差
異
が
問
題
と
な

っ
た
」
と
と
ら
え
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
、
癌
に
つ
い
て
考
え
た
場
合
に
は
、
極
め
て
現
実
感
を
持
っ
て
分
か

り
や
す
く
感
じ
ら
れ
る
。
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
番
組
で
、「
医
学
が
発
達
し
て
い
る

の
に
、
癌
が
増
え
た
原
因
は
？
」
と
い
う
問
題
が
出
て
、
「
医
学
が
発
達
し
て
、

人
類
が
長
寿
に
な
っ
た
か
ら
」
と
い
う
医
者
の
答
え
を
聞
い
て
、
芸
能
人
た
ち

が
「
ウ
ソ
ー
！
」
と
驚
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
代
の
先
進
国
民
特
有
の
生
命

観
の
表
れ
だ
と
思
う
。
む
し
ろ
、
こ
う
い
う
国
民
性
に
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
て

い
る
医
者
の
ほ
う
が
増
え
始
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

本
来
、「
癌
と
い
う
病
気
が
あ
る
か
ら
我
々
の
知
性
が
そ
れ
を
認
識
・
研
究
で

き
る
の
で
は
な
い
」
と
、
私
な
ど
は
思
う
わ
け
で
あ
る
。 

 

私
は
、「
元
々
統
合
失
調
症
や
単
極
性
障
害
や
双
極
性
障
害
と
い
う
疾
患
が
こ

の
世
に
あ
っ
た
か
ら
、
我
々
の
知
性
が
そ
れ
ら
を
発
見
で
き
、
そ
れ
ら
の
疾
患

者
が
助
か
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
で
は
な
く
、「
我
々
の
社
会
が
、
そ
の
よ
う
な

人
間
の
分
類
方
法
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
社
会
構
造
に
変
容
し
た
か
ら
、
分
類
と

し
て
自
我
の
う
ち
に
定
立
し
得
た
」
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
み
た
い
と
思
う
わ

け
で
あ
る
。 

 

自
分
の
鬱
と
躁
が
単
極
性
障
害
か
双
極
性
障
害
か
の
ど
ち
ら
か
に
分
類
さ
れ

な
け
れ
ば
我
慢
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
一
部
の
患
者
、
そ
の
よ
う
な
「
我
慢
な

ら
な
さ
」
を
持
つ
こ
と
の
人
と
し
て
の
危
う
さ
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
す
る
と

激
高
す
る
患
者
も
い
て
、
私
も
そ
う
い
う
光
景
を
見
て
い
て
、
ど
う
し
て
も
疲

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。 

 

本
来
な
ら
、
日
本
人
の
人
間
観
の
保
存
す
べ
き
点
と
改
正
す
べ
き
点
と
を
冷

静
に
考
え
て
い
け
ば
、
我
々
は
、
血
液
型
に
よ
る
性
格
分
類
一
つ
を
取
っ
て
も
、

ど
こ
ま
で
を
信
用
し
ど
こ
ま
で
を
疑
っ
て
か
か
る
べ
き
か
が
直
観
的
に
分
か
る
、

い
わ
ば
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
う
本
質
直
観
に
長
け
た
賢
い
人
間
で
い
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
う
い
う
空
気
が
日
本
に
作
ら
れ
な
い
限
り
、
ど
う
し
て
も
私
に
は
、「
単
極

性
障
害
と
双
極
性
障
害
の
峻
別
」
が
「
安
易
な
血
液
型
類
型
学
」
と
同
じ
に
し

か
映
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。 

 


